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研究結果の概要 

【背景・目的】 

富山県内の多様な医療保険福祉施設を実習先とする看護学部において、実習指導者との連携・

協働体制は、確立している途上にある。また、多くの実習指導者は、看護学士課程の学生を初めて

実習指導する経験に対して困難が報告されている。看護学実習ガイドライン（文部科学省、2020）

に基づき、実習指導者と大学教員の合同連絡会（以下、研修会）を実施し、実習指導者の指導意欲

に与える効果を検証した。 

 

【研究方法】 

研修に参加し、同意を得た実習指導者を対象に、自記式質問紙調査を実施した。指導意欲の尺

度として現在の実習指導に向けた意欲（10 項目）と将来的な実習指導に向けた意欲（5 項目）に

ついて 5件法を用い評価した。研修前後の調査では 37名、研修前・研修後・実習後の縦断調査で

は 28名から回答を得た。 

 

【結果・考察】 

研修会により、指導意欲全体および現在の実習指導に向ける意欲が有意に上昇し、実習終了後

もその効果が持続した。しかし、将来的な実習指導に向ける意欲には有意差が認められなかった。

これらの結果により、研修会が現状の指導意欲の向上には効果的であるが、長期的な視野での意

欲向上には研修内容を再検討する必要が示唆された。 

 

以上、研修前後の結果については、日本看護研究学会第 51回学術集会で発表を行った。また、

研修前・研修後・実習後の縦断研究の結果については、第 3 回看護ケアサイエンス学会学術集会

で発表を行った。本研究結果は、現在論文投稿に向けた執筆段階にある。 

今後の展開 

本研究の結果、実習指導者の背景や経験年数、所属施設の違いにより、研修効果を一律に期待

することは困難であることが示された。この結果を踏まえて、今後は各実習指導者のニーズや特

性に合わせた研修プログラムの作成を検討していきたいと考えている。 

 


